赤い羽根「つかいみちを選べる募金」ご協力のお願い
謹啓
日ごろは当「大津夜まわりの会」の活動にご理解ご協力を賜り、ありがとうございます。
このたび当会は、滋賀県共同募金会の赤い羽根共同募金「つかいみちを選べる募金」の募金対象団体に指定していただきました。昨年度に続く指定です。この募金は、一般の市民・県民らの方々に、対象団体の中から応援したい団体として当会を指定し、所定の振込用紙で寄付金（募金）を払い込んでいただくと、滋賀県共同募金会を経由して当会に寄付金が届けられるという仕組みです。
ご存じのように、当会の活動は「ハウジングプア」と称される住まいの困窮者への支援にとどまらず、生活、就労、健康、家庭、人間関係等々で困難を抱える人々への総合的な支援へと広がっています。具体的には大津市から生活困窮者自立支援法に基づく自立支援相談、一時生活支援の二業務を受託し、緊急一時宿泊所（シェルター）の運営や相談支援活動を行うとともに、各方面からいただく助成金をもとに子ども学習支援や自立のための社会生活基盤づくり講座、歳末越冬支援のつどいなどを実施しています。

とはいえ、活動の土台となる財政基盤は脆弱で、収入源の会費（正会員会費と賛助会費）と委託費、助成金を合算しても、独自事業の「ひまわりサロン」運営費や助成事業の自己財源負担を賄いきれない状態です。このため、この「つかいみちを選べる募金」でいただく皆様からの浄財が「頼みの綱」という実情です。
どうか窮状をお察しいただき、当会の活動の充実発展に心強い応援のエールを、この募金に託してくださいますよう、衷心よりお願い申し上げます。

なお、募金の期間は2017年1月～3月31日です。4月以降のご寄附は当会に届きませんので、3月31日までに手続きを終えていただきますよう、重ねてお願いいたします。
末筆ながら、気候不順の折、ご健勝をお祈りいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　謹白
　　　　　　　　　　　　　　2017年　　月　吉日
認定特定非営利活動法人　　大津夜まわりの会
　　　　　　　　　　　　　　理事長　永芳　明　　　役職員一同　

※誠に僭越ですが、ご寄附払込取扱票の寄付先団体番号欄には、当会へのご寄附を示す
団体番号「１」をあらかじめ記入しておりますことをご了承願います。


「大津夜まわりの会」の活動はホームページhttps://otsu-yomawarinokai.org/をご覧ください





皆様からの寄附金（49件） 289,500円


滋賀県共同募金会加算金　　116,000円





合　計　　　　　　　　　405,500円





平成27年度の「つかいみちを選べる募金」についてのご報告


　


https://otsu-yomawarinokai.org/





子ども学習支援事業自己負担　 61,536円


歳末越冬支援自己負担　　　　 84,507円


社会生活基盤づくり講座自己負担（見込）


　　　　　　　　　　　　　  100,000円


緊急食料支援物資等購入 　　  50,000円


ひまわりサロン運営費（見込）109,457円


合　計　　　　　　　　　  405,500円











